
●令和６年度当初の値 ●令和６年度のケアプラン総数
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17 R6.12月時点　篠田４件　坂本２件　三上１件

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

2 1 14 0 0 1 15

9 0 0 1 120

3 4 200 0 0 1 78

3 1 78 3 210

2 27 27 200 14 169 23 313 4

0 10 3 5 2

0 10 0 1 1

12 0 10 3 5 2

延べ
３

延べ　　　　5 1 延べ4
延べ2　（実

2）
延べ　2（実

2　）
3

1 2 1 20 1 36 1 36 3

30 48 50 27 32 2

2 5

18 224 12 120 9 128 13 177

0 0 0 0

3 60 13 218 14 232

0 0

1 10 1 10 3 76

0 0

20

自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標

参加人数が減ってきてい
ることに対して、原因分
析もされておりそれぞれ
の参加者を増やす努力を
されているという話が
あったため、今後も参加
者を減らさないように努
めてもらいたい。
また、介護予防教室を通
して包括の周知ができ、
早期の総合相談につなが
るケースも出てきてい
る。

介護予防の正しい情報を
定期的に発信し、地域住
民の意識向上を図ること
で、早期に地域包括支援
センターへの相談が促進
され、迅速な対応できる
ようになってきました。
相談の数件は教室の参加
者から紹介で連絡したと
いう件も出てきていま
す。介護予防教室を通じ
て地域のつながりが生ま
れ、通いの場などでの理
解促進にも努めていきま
す。
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教室や出前講座の
回数が多く、力が
入っていることが
うかがえます。食
事会や防災、運動
等様々なテーマで
教室を開催し、

淡々と話をしても
らうだけでなく、
参加者に質問をし
たり、和やかな雰
囲気で実施できる
ように工夫をされ
ております。介護
予防につながる取
り組みを今後も継
続してもたいた

い。

介護予防に関する
正しい情報を定期
的に発信し、地域
住民の意識向上を
図る取り組みを実
施しました。昨年
度と比べても全体
として参加者数が
増加傾向にありま
す。地域住民が介
護についてより理
解を深め、地域包
括支援センターへ
の相談に繋がって
いると考えられま
す。また、新しい
職員の積極的な取
り組みも、参加者
増加の一因となっ
たと思われます。
一部の参加者から
は、疑問に感じた
ことなどで教室開
催の要望も寄せら

れています。

地
域

ケ
ア
会
議

個別地域ケア会議　延べ件数
（実件数）

地域住民のニーズを把握するため、ア
ンケートやコミュニティコーピングを
実施した。その内容で出た課題を圏域
会議でさらに充実して生きたい。引き
続きネットワークを活用し開催を検討
します。

包
括
的
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

介
護
予
防

把
握
事
業

介護予防教室

介護予防の正しい情報を定期的に発
信し,地域住民の意識向上を図ると
ともに、地域住民が介護についての
理解を得ることで、地域包括支援セ
ンターの相談に早期につながり、早
期対応することができる。
地域住民の健康増進や介護予防につ
ながる取り組みを検討しながら教室
を開催していきます。

出前講座

介護予防教室・出前講座以外の
普及啓発活動

うち、他圏域との合同開催数

120

介
護
予
防

普
及
啓
発
事
業

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数
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1

年間を通して　目標以上
の実施をしていただいて
おり、課題にされている
新たな場所でのチェック
リストを活用し介護予防
の把握に努めてもらいた
い。

上記のうち総合事業につなげた
件数

地域住民のニーズを今後
アンケートを通して把握
し、必要な支援の分析を
行い課題調査を今後すす
めてもらいたい。

圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数

元気はつらつ教室利用者数（委
託）

地域住民や利用者のニー
ズに応じた支援サービス
提供を目指し、福祉・医
療・介護に関する知識向
上と地域連携を強化しま
す。2月27日の圏域会議
では地域ニーズ発掘のた
めのアンケートを実施予
定。ボランティア資源開
発に関してはシルバー人
材センターとの重複が課
題であり、引き続き検討
を行います。ネットワー
ク会議を通じて、地域
ニーズに基づく方向性を
決定します。

地域住民のニーズを把握
するためアンケートを実
施し、課題を圏域会議で
掘り下げます。資源不足
を感じ、高齢分野での支
援可能性をネットワーク
で繋げていきます。

同一の利用者が増加して
いるため、今期は教室で
の実施を控え、新たな場
所での実施を検討しま
す。

事例検討会11月、
９月には法定外研
修を開催予定であ
る。
元気はつらつ教室
は委託が難しい状
況、事業所の受け
入れが少ないこと
等の課題があるた
め、課題解決に向
けて、引き続き市
に協力いただきた
い。
ネットワーク会議
等については順調
な回数と数字であ
るため、継続して
いただきたい。
地域住民と事業所
の連携を今後も継
続してもらいた
い。

健康増進を図る取
り組みを継続し、
地域住民との関係
を深め継続的な活
動を支持してもら
いたい。
圏域ケア会議で猫
問題を取り上げ、
ボランティアとの
会議等に参加し、
資源開発につなが
るように検討され
ていることは非常
に評価できます。

基本チェックリスト実施件数

各教室イベントなどで基本チェック
リストを活用し、事業対象者相当の
お宅に訪問し、介護予防把握に努め
る。

出前講座などを実
施し、高齢者の健
康増進を図る取り
組みを開始した。
しかしながら、地
域全体への波及効
果は十分とは言え
ず、継続的な活動
を通じて、地域住
民との関係性を深
めていく必要があ
る。

各教室イベント等
において、基本
チェックリストを
用いた訪問を実施
し、介護予防の把
握に努めている。
目標50件に対し、
現時点で27件を達
成。引き続き、各
会場での実施を継
続して介護予防の

上半期は順調な件
数であり、引き続
き、介護予防の把
握に努めてもらい
たい。

当該年度活動実績に対する市
の講評

事例検討会
地域住民や利用者のニーズに合わせ
た高品質の支援サービスを提供する
ため、専門的な知識とスキルの習得
を目指し、地域の福祉、医療、介護
に関する情報や知識の向上を図りま
す。また、地域の連携やネットワー
クを構築し、ケアマネ同士で情報交
換ができる仕組みを整備します。

事業所、地域住民の協力
が必要なことに対して包
括として医・介・福祉の
摩擦を少なくする対応を
今後もお願いしたい。
さまざまま、事業所があ
るが包括としてのフォ
ロー体制がとられてお
り、今後も事業所のフォ
ローをお願いしたい。

研修会（法定外研修含む）

ネットワーク会議（圏域地域ケ
ア会議以外の医療・関係機関等
との意見交換の場など））

当該年度実績

元気はつらつ教室利用者数（直
持ち）

元気はつらつ教室終了後ケアマ
ネジメントB算定件数（３か月
後／６か月後）

当該年度活動内容のまとめと
課題

1

2

上半期の活動内容
のまとめと課題

利用者ニーズ調査
などを検討。職員
研修（メイト養
成・虐待対応・認
知症推進員）を推
進し、専門性向
上。ケアマネ
ジャーとの連携強
化、認知症カフェ
に対してケアマネ
ジャーの参加者増
加、K3会議での検
討会実施など、地
域連携を深化。今
後は地域住民と事
業所と連携し、防
災対策を強化検討
（訓練を予定）。

上半期実績 上半期実績に対す
る市の講評

3

4

門真市第1地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和６年度版）                                       

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 直持ちプラン件数 委託プラン件数ケアプラン作成数 委託率（％）

事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

主任介護支援専門員の人数 令和６年3月 7 203210

介護支援専門員の数 令和7年3月

96.7%

3

4

4

資料１ｰ①



回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年度の目標
当該年度活動実績に対する市

の講評

当該年度実績 当該年度活動内容のまとめと
課題

上半期の活動内容
のまとめと課題

上半期実績 上半期実績に対す
る市の講評

事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

10 100 6 101 10 100 8 74 14 123 4

3 15 4 51 4 51 3 27 4 39 3

4 60 12 100 0 0 3 246

0 0 0 0 3 246

8 110 8 110 14 140 17 163

1 5 1 20 1 5 3 23 3 23 4

2 0 2 0 1 3

1 5 1→12 15→180 5 57 9 106 3

2 29 2 30 0 0 0 0

0 0 0 0

1 5 0 0 3 246

0 0 3 246

11 111 10 100 2 30 8 121

1 19 3 50

9 99 9 80 4 51 8 114

3 20 4 130

1 5 2 20 1 5 3 20 7 40 4

1 0 3 0 0 1

3 63 4 70 0 0 3 55

0 0 0 0

3 63 1 10 0 0 0 0

0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

1 1 1 1 1 1

介
護
予
防
拠
点
の

開
発

2 10

1 5

通いの場では認知症マフ
作成をし、それを施設に
寄贈する活動が高齢者の
成功体験になり、高齢者
の自己肯定感の向上を目
指すなど、高齢者の自尊
心を高める活動が評価で
きます。
今後も認知症サポーター
を増やし、認知症理解を
広める活動の継続をお願
いしたい。

通いの場の再開などの支
援を精力的にされている
ことが評価できます。今
後も通いの場が継続して
開催できるように支援を
続けてもらいたい。
　また、影響力のある住
民のいる地域では活発な
地域活動がされている
が、引き続き包括も関
わっていただき、開催支
援をお願いしたい。

10

10

通いの場がない地域への
動機づけをしていただい
ているが、地域住民の関
心が得られていないた
め、継続して働きかけし
ていただき、今後も地域
活動の拠点づくりに協力
いただきたい。
ただ、今年度だけで３か
所の立ち上げは非常に素
晴らしい成果だと思いま
す。

中学生への認知症や高齢
者理解を進める出前講座
や認知症サポーターの動
画を作成していることは
大変評価できます。今
後、まだ増加する認知症
患者や高齢者理解を子ど
もから現役世代までがす
ることで地域で支えるこ
とが可能になると思われ
るため、今後も市と共同
して高齢者理解に努めて
いただきたい。

昨年度から続けている通いの場の発
掘を行い、地域のニーズに基づいて
拠点づくりに努めます。

認知症サポーターステップアッ
プ講座

うち、他圏域との合同開催数

ボランティア等養成及び活動支
援

うち、他圏域との合同開催数

1

家族介護教室・認
知症サポータ養成
講座は下半期は開
催予定である。
社会福祉協議会の
家族会と連携を
し、認知症講座を
開催する予定であ
り、既存の団体が
継続できるように
支援をしている。

前年度と同様にはなるの
ですが、今年度も認知症
メイト連絡会と合同で、
門真市内で年間500人の
サポーターを募集するこ
とを目指します。現役世
代のコンビニエンススト
ア、金融関係、交通機関
関係の方々に向けて、養
成講座のチラシ配布を行
います。また、ジュニア
サポーター養成講座も共
同で開催を目指します。

今年度は、運動以
外の活動として編
み物教室を開始

し、運動に関して
は泉町を再開、幸
福西町を新たに開
設しました。9月
には石原町へも訪
問し、新たな通い
の場開設に向けて
動き出します。こ
れらの取り組みを
通じて、高齢者の
孤立防止と地域コ
ミュニティの活性
化を目指します。

不参加の自治会向
けに事例紹介や地
域資源活用の情報
を盛り込んだ通い
の場通信を不定期
発行することを検
討中（年度内に作
成ができるかは未
定）　具体的な内
容は、他の地域の
成功事例や、参加
者数などの数字、
参加者の興味を引
く情報を盛り込む

予定です。

下半期は、通いの
場と認知症カフェ
にて、認知症に関
する取り組みを強
化します。具体的
には、通いの場で
はステップアップ
講座を開催し、認
知症に関する知識
を深めます。ま

た、認知症カフェ
では、認知症の方
に向けたマフなど
の活動を開始して
いく予定で進めて

います。

メイド協議会事務
局より、校長会へ
認知症養成講座

ジュニアの提案を
予定しておりま

す。現在、認知症
ステッカー、ポス
ター、周知ビデオ
の作成を予定し、
包括でメイトを

持っていない職員
2名のメイト研修
を予定していま

す。ポスターを各
店舗に配布し、養
成講座の実施を通
じて、地域全体で
認知症への理解を
深めてまいりま

す。

地域住民や生活支援コーディネー
ターと共に通いの場の構築が必要で
あると考えています。
現在通いの場がない地域への動機づ
け支援を積極的に行っていく予定で
す。
引き続き、市と共同で運動サポー
ターの養成と通いの場のメニュー作
りを実践していきます。

通いの場への専門職（リハ職
等）派遣（派遣回数と通いの場
の人数）

ボランティア等養成及び活動支
援

うち、他圏域との合同開催数

地域包括支援センターが関わり
のある通いの場の数と参加者数

年度内に立ち上げた通いの場数
と参加者数

認知症初期集中支援チーム発動
件数

認知症カフェ（立上及び開催支
援）

1 10

1

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数

1

ボランティア等の
養成や活動支援に
ついて、明確に何
のボランティアを
してもらうかなど
決まっていないと
難しい点はあると
思いますが、どこ
かに繋げて活動支
援をしてもらえば

と存じます。
通いの場の活動支
援については、回
数が多く力が入っ
ていると感じら

れ、継続して開催
をしてもらいたい

地域住民や生活支援コー
ディネーターと共に通い
の場の構築が必要である
と考えています。
現在通いの場がない地域
への動機づけ支援を積極
的に行っていく予定で
す。
引き続き、市と共同で運
動サポーターの養成と通
いの場のメニュー作りを
実践していきます。

上半期では「編み
物クラブ」の通い
の場を立ち上げら
れました。引き続
き、通いの場の発
掘と地域ニーズに
合った活動をして
もらいたい

下半期は声はかけている
が開催に至っていませ
ん。　自治会市老連以外
で地域の輪を作っていく
方法を模索する必要を実
感している。

認知症初期集中支援チーム発動件数
をすこしでも増やすこと、現在行っ
ている認知症カフェを継続して続け
ていく。さらに、認知症サポーター
ステップアップ講座の開催数を増や
し認知症への理解を広げていくこと
で、認知症支援のネットワークを強
化することを年度目標とします。

認知症マフ（認知
症の方が落ち着く
ように筒形のニッ
トに飾りを縫い付
けたもので、筒の
中で自由に手を入
れ、飾りを見て楽
しんだり、落ち着
くことができ
る。）を手芸等を
している通いの場
に紹介をして、そ
れが施設への寄付
等のボランティア
活動につながるよ
うに検討されてお
り、一つの活動に
とどまらずに、次
の展開も含めて活
動支援をされてお
ります。

認知症初期集中支援チー
ム発動件数をすこしでも
増やすこと、現在行って
いる認知症カフェを継続
して続けていく。さら
に、認知症サポータース
テップアップ講座の開催
数を増やし認知症への理
解を広げていくことで、
認知症支援のネットワー
クを強化することを年度
目標とします。

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応
した件数（計画の記載は不要）

任
意
事
業

出前講座等を含めた普及啓発
（家族介護教室）

認知症見守り教室

出前講座等を含めた普及啓発
（認知症見守り教室）

1 5

認知症サポーター養成講座(ジュ
ニア)

家族介護教室

認知症サポーター養成講座(一
般)

介護者家族交流会(立上及び開催
支援）

介護者家族健康相談

2 10

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業

通いの場の開催支援

認
知
症
総
合
支
援
事
業

前年度と同様にはなるのですが、今
年度も認知症メイト連絡会と合同
で、門真市内で年間500人のサ
ポーターを募集することを目指しま
す。現役世代のコンビニエンススト
ア、金融関係、交通機関関係の方々
に向けて、養成講座のチラシ配布を
行います。また、ジュニアサポー
ター養成講座も共同で開催を目指し
ます。

2

2

3

3

4

4


